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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第29回

公
立
病
院
の 

経
営
改
革
に
関
し
て
議
論

　

平
成
29
年
12
月
28
日
、
総
務
省
は
「
地
域
医
療
の

確
保
と
公
立
病
院
改
革
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研

究
会（
以
下
研
究
会
と
す
る
）」の
報
告
書
を
公
表
し

た
。
現
在
、
総
務
省
は
、
平
成
27
年
３
月
に
「
新
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
示
し
、
各
公
立
病

院
に
対
し
て
新
し
い
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
の
上
、

経
営
改
革
に
取
り
組
む
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　

研
究
会
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の

確
保
や
公
立
病
院
の
さ
ら
な
る
経
営
改
革
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
平
成
28
年
９
月
に
設
置
さ
れ
た
。

委
員
は
、
公
立
病
院
の
管
理
者
、
病
院
長
、
公
立

病
院
を
設
置
す
る
自
治
体
の
首
長
、
学
識
経
験
者

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
筆
者
も
委
員
の
一
人
と
な
っ

た
。
報
告
書
は
７
回
に
及
ぶ
会
議
の
議
論
を
経
て

ま
と
め
ら
れ
た
。

　

委
員
会
は
、
最
初
に
「
地
域
医
療
の
確
保
」
と
い

う
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
地
域
の
医
療
を

残
す
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
公
立
病
院
が
地
域
医

療
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
、
改
革

を
行
っ
て
い
く
べ
き
か
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。
な

お
、
会
議
に
お
け
る
議
論
の
概
要
は
報
告
書
の
最

後
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
公
立
病
院
の
経
営
を
考

え
る
上
で
参
考
に
な
る
と
考
え
る
。

公
立
病
院
の
現
状
と
課
題
分
析

　

報
告
書
は
、
ま
ず
、
第
１
部
で
公
立
病
院
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
地

域
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
し
て
、
人
口

減
少
・
高
齢
社
会
の
到
来
、
地
域
医
療
構
想
な
ど

国
の
医
療
制
度
改
革
の
動
向
、
医
療
と
介
護
の
連

携
の
必
要
性
を
議
論
。
そ
の
上
で
、
現
状
と
し
て
、

新
旧
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
旧

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
後
の
公
立
病
院
の
経
営
改
善

傾
向
と
最
近
の
経
営
状
況
の
悪
化
。
山
間
へ
き
地
・

離
島
な
ど
の
不
採
算
地
区
病
院
の
厳
し
い
経
営
状

況
、
現
在
も
続
く
中
小
病
院
の
深
刻
な
医
師
不
足

な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
医
療
に
お
け
る
今
後
の
役
割
を

念
頭
に
置
い
た
公
立
病
院
の
位
置
付
け
と
し
て
は
、

へ
き
地
な
ど
の
病
院
に
つ
い
て
、「
医
療
機
能
そ
の

も
の
に
対
す
る
評
価
の
ほ
か
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
通
じ
た
居
住
可
能
地
域
の
確
保
や
地
域
の

雇
用
創
出
な
ど
、
い
わ
ば
地
域
の
社
会
経
済
シ
ス

テ
ム
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
生

活
や
産
業
の
持
続
可
能
性
に
対
す
る
貢
献
が
あ
る

と
い
っ
た
側
面
も
評
価
す
べ
き
」
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

　

へ
き
地
な
ど
の
地
域
以
外
に
お
け
る
公
立
病
院

に
関
し
て
は
、
一
律
に
類
型
化
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
へ
き
地
な
ど
医
師
不
足
に
悩
む
病
院

へ
の
医
師
派
遣
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
支
援

や
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
対
応
、
外
国

か
ら
の
観
光
客
へ
の
対
応
な
ど
、
病
床
機
能
の
観

点
の
み
で
は
語
ら
れ
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
地
域
医
療
の
確
保
と
公
立
病
院
改

革
を
進
め
て
い
く
上
で
、
①
地
域
医
療
構
想
を
踏

総
務
省
調
査
研
究
会
報
告
書
の
公
表城

西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
伸



市政 FEBRUARY 201863

地域医療再生への道

ま
え
た
役
割
の
明
確
化
、
②
経
営
効
率
化
、
③
再

編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
④
経
営
形
態
の
見
直
し

の
４
つ
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

　

経
営
形
態
の
見
直
し
に
お
い
て
、
地
方
独
立
行

政
法
人
化
に
関
し
て
、
経
営
状
態
が
改
善
す
る
病

院
が
多
い
も
の
の
、
一
部
で
は
経
営
の
悪
化
し
た

病
院
も
あ
り
、
経
営
形
態
の
見
直
し
を
行
え
ば
直

ち
に
経
営
状
態
が
改
善
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

経
営
形
態
の
見
直
し
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
そ

の
先
に
何
を
目
指
す
の
か
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
検
討

す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

今
後
の
公
立
病
院
経
営
に
向
け
た
提
言

　

第
２
部
で
は
、
今
後
の
公
立
病
院
経
営
に
向
け

た
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る
。
従
来
の
総
務
省
の
公

立
病
院
に
関
す
る
報
告
書
で
は
、
後
半
の
公
立
病

院
に
対
す
る
財
政
的
・
制
度
的
支
援
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
今
回
は
、
最
初
に
「
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

観
点
か
ら
の
経
営
手
段
の
充
実
」
が
提
言
さ
れ
て
い

る
。
公
立
病
院
の
経
営
改
善
に
は
、
ま
ず
、
病
院

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
変
え
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

報
告
書
に
お
い
て
、
特
に
、
公
立
病
院
の
事
務

局
の
強
化
、
経
営
人
材
の
確
保
・
育
成
の
必
要
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。
事
務
局
の
強
化
と
そ
の
方
策

と
し
て
、
事
務
職
員
の
人
事
異
動
サ
イ
ク
ル
を
見

直
す
と
と
も
に
、
医
療
制
度
や
病
院
経
営
に
関
す

る
研
修
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。
病
院
経
営
が
高

度
専
門
化
し
て
い
る
中
に
お
い
て
、
医
事
業
務
な

ど
に
関
し
て
す
べ
て
を
外
部
委
託
化
す
る
の
で
は

な
く
、
中
心
と
な
る
人
材
を
継
続
的
に
事
務
職
員

に
配
置
し
、
診
療
報
酬
や
Ｄ
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
制
度
変

更
に
的
確
に
対
応
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
経
営
指
標
の
「
見
え
る
化
」
に
よ
る
病

院
の
現
状
認
識
・
課
題
の
共
有
、
地
域
住
民
へ
の

経
営
状
況
の
分
か
り
や
す
い
説
明
の
必
要
性
や
、

経
営
指
標
の
分
析
に
基
づ
く
改
革
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
重
要
性

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

公
立
病
院
に
対
す
る
財
政
的
・
制
度
的
支
援
と

し
て
、
不
採
算
地
区
に
お
け
る
医
療
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
、
近
年
の
資
材
単
価
等
の
動

向
を
勘
案
し
た
、
公
立
病
院
の
施
設
整
備
に
関
す

る
措
置
、
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
多
様
な
形

態
の
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
の
た
め
の

措
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
る
。

改
革
が
進
ま
な
い
公
立
病
院
を 

い
か
に
変
え
る
か

　

最
後
に
報
告
書
で
は
、
公
立
病
院
改
革
に
関
し

て
、
既
に
相
当
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
病

院
が
あ
る
一
方
で
、
な
か
な
か
取
り
組
み
が
進
ま

な
い
病
院
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
経
営
改
善
が
進

ま
な
い
病
院
に
対
し
、
本
報
告
書
が
病
院
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
あ
り
方
な
ど
考
え
方
を
変
え
る
契
機
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

本
報
告
書
は
、
総
務
省
を
は
じ
め
国
の
関
係
機

関
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
公
立
病
院
の
職
員
や

設
置
自
治
体
の
長
、
議
会
は
も
と
よ
り
人
事
・
財
政
・

医
療
政
策
・
保
健
福
祉
・
介
護
・
地
域
政
策
な
ど
、

地
域
医
療
に
関
わ
る
す
べ
て
の
部
局
、
さ
ら
に
は

地
域
の
医
療
関
係
者
や
地
域
住
民
な
ど
に
も
広
く

読
ま
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

研
究
会
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Ｈ
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m
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y
u
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iiry
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_
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l

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。
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